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（公社）　　　 緑化推進

公益社団法人 千葉県緑化推進委員会

平成28年度国土緑化運動ポスター原画コ
ンクール、中学校の部において、千葉県知
事賞を受賞した、市原市立五井中学校3学
年平野一等さんの作品です。

緑を広める
・ 緑の募金運動
・ 緑化広報誌グリーンえっせんすの発行
・ 緑の教室、自然に親しむ活動の開催
・ 樹木名ラベル取付運動
・ 緑化運動ポスター原画コンクール　など

緑をふやす
・ わたしの街みどりづくり事業
　(緑の募金による市町村緑化事業)

・ 公共施設等の環境緑化事業
・ 市民苗木配布会の開催
・ 千葉県さくらの会の業務　など

緑の担い手育成
・ みどりの少年団の育成
・ みどりのサポーターの育成
・ 森林整備ボランティアの活動支援
・ 林業労働力確保支援センターの業務　など

千葉県緑化推進委員会では主に次の事業を行っています



委員会理事長賞

◇大きな木の周りで、たくさんの子どもたちが遊んでいま
す。枝にお家があるのかな。階段を上っていく後ろ姿も、楽
しそう。木の幹は茶系で、葉は緑系でまとめ、統一感があり
ます。あちこちから笑い声が聞こえてきそうです。

２学年　布留川　拓己

◇豊かなアイディアに驚かされます。人も山も木もみんな
仲良し。楽しげに笑っています。自然と一体となった素敵な
暮らしの様子を、純粋な子ども目線で描かれた心温まる作
品です。

１学年　太田　達大

◇カラフルな色使いにハッとさせられます。木のお家の中で
は、何をして遊んでいるのでしょうか。ハンモックでのお昼
寝は、気持ち良さそうですね。幹の表現やスパッタリングに
より、画面をより魅力的にしています。

２学年　藏田　真央

◇大胆にクレヨンを使った、迫力のある作品です。太い木の
幹に止まる、たくさんの虫たち。生き生きとして、今にも飛
び立ちそうです。色彩感覚が豊かで、色の使い方に優れて
います。時間をかけじっくりと仕上げられています。

１学年　滝田　大翔

昭和45年に始まったこのコンクールは、みどり豊かな自然と地域に対する夢や希望、緑や人間、動物たちとの触れ合いや関わり合い、森林
保護と学校や街づくりなど、緑と自然、環境の大切さを理解してもらうことを目的に、毎年開催されています。昨年よりやや応募総数は減少
したものの、依然として1万点近くの応募があり、関心の高さに驚かされます。小学校1年生から中学3年生まで、どの作品も質が高く、テーマ
に対する深い理解力に感動を覚えました。
審査は、年齢に見合った個性を充分に表現できていることを基準にしていますが、時間をかけ、丁寧に描かれた作品は甲乙つけがたく、審
査する側を大いに悩ませました。小学校低学年では、主人公が自然の中に溶け込み、楽しみながら描けていること、高学年では、遊びの中に
少しだけ社会性が加わっているもの、中学生は、自然と人との関わりに対して明確なテーマを持ち、技術的にも優れていること、などを観点
に審査しています。
本年度の特徴として、全体的に明るい色彩の作品が多かった気がします。虹やリスなどの小動物、ひまわりなどをモチーフに、個性豊かに
独自の世界が描かれていました。
みずみずしい感性で描かれた作品は、見る者の心を打ちます。彼らの緑化や自然への関心を絶やすことのないよう、私たち大人は再度足元
を見つめ直さなければならないと感じました。

子どもらしい純粋な視点で、のびのびと描かれている作品がたくさんありました。1年生は、自分を物語の主人公に見立て、花や木、虫
たちと一緒に楽しそうに遊ぶ様子を生き生きと表現しています。2、3年生になると、画面の細部まできちんと描けるようになってきます。
表情も豊かになり、世界が広がるのを感じます。技術的にも、クレヨンや絵の具を効果的に使い、はじき絵やスクラッチなど様々な技法で
より印象的に仕上げている作品が目立ちます。
大人の手が及ばない、子ども目線で捉えた世界は、命あるすべてのものに平等で、柔らかく温かい愛情に満ちています。のびのびと迷

いのない線で描かれた構図は大胆で、力強く、素直な心をそのまま反映しています。一つ学年が進むと登場人物の表情が豊かになり、写
実的になっていきます。観察力も増し、木々の葉も一枚一枚丁寧に描けています。季節の移ろいをグラデーションで表現するなど、幼さの
中にキラリ光るセンスを、今後も大切にしていってほしいです。

自然や生き物を大切にしようとする、メッセージ性が芽生えてきます。夢物語の中に、少しだけ現実的なものが加味され、不思議な世
界観を持つ作品にたくさん出合えました。森の木々や昆虫などの表現が個性的で、高い力量を感じさせ、豊かな発想力に驚かされまし
た。自然の中で楽しく遊ぶだけではなく、環境問題や自然保護、植樹活動などに対する自分の気持ちを、様々な場面を用いて素直に表現
しています。夢の世界から、少しずつ自分の今生きている世界へと視点をずらし、独自の世界観で描かれた作品は、どれもが独創的でし
た。ストーリー性に溢れ、より魅力的に仕上がっています。
奥行きを感じるよう画面構成を工夫したり、印象的な配色を工夫したりと、技術的にも格段の進歩を感じます。デザイン的に優れた作

品も多く、来年以降の作品が楽しみです。

日常の経験を通して自然との関わりが現実的なものになり、強いメッセージを感じました。自然を守り、緑を育て、豊かな地球をつくるとい
う思いが、ストレートに表現されています。視点が地球規模へと発展し、壮大で迫力がある作品が目立ちます。一方で、自分の足元を見つめ
た、繊細で緻密な作品も見受けられました。何事にも縛られない、自由な発想から生まれたこれらの作品から、知的レベルの高さを感じます。
画面をより単純化してデザイン的に仕上げたり、質感の表現やグラデーションを効果的に使用したりと、高度な技術を用いて、いっそう作

品を感動的なものへと昇華させています。
小関　正彦
森　　修

千葉県教育庁教育振興部指導課　指導主事 

千葉県教育庁南房総教育事務所　指導主事 

このコンクールは、公益社団法人 国土緑化推進機構が行う「国土緑化運動・育樹運動ポスター原画募集」に呼応した千葉県内
のコンクールで、県民の皆様から寄せられた「緑の（羽根）募金」を活用し、千葉県緑化推進委員会が実施しているものです。
本年度（平成28年度）は、県内421の小学校から7,277点、122の中学校から2,722点、合計9,999点と、大変多くのご応募をいた

だきました。
これら多くの応募作品の中から、入賞された75点を取りまとめ、これを大勢の方にご覧いただき、みどりづくりへの理解が広

がるよう、この作品集を作成しました。

戦後の復興期、急激な木材需要により木々は伐採され、山からみどりが一斉に姿を消したことで、木材の確保困難はもちろん
のこと、動植物の行き場が失われたり、水や土砂を保持できず、様々な災害が多発するなどしました。一刻も早く山を健全な姿に
戻そうと、国民一人ひとりが植樹を進めたのが国土緑化運動の始まりです。
それから約70年が経過するなかで、先人の苦労により、今ではすっかりみどりが蘇っています。歴史的には、このように一定

量の森林が継続的に存在するのは、希と言われ、森林が当たり前の存在となっていることから、緑化という言葉は感覚的に薄れ
てきているかもしれません。
しかしこのコンクールに、なぜ毎年これだけ大勢の皆さんが関心をもって参加していただけるのでしょうか。その答えは、皆さ

んが思い思いにみどりを考え、描いてくれた一枚一枚の作品に見事なまでに表れているように思えます。
かつての緑化運動は、まさに植樹することを意味していましたが、現代においては、もっと幅広い視野に立ったものへと広まり

を見せています。豊かな森林は、様々な公益的な機能を有し、あらゆる社会活動は、きっとどこかで森林と繋がっている……。健
全な森林を維持し、上手に活用し、秘めたポテンシャルを様々な角度で引き出してゆく。それが現代の緑化運動ではないかと思い
ます。皆さんが考える多様な緑化運動によって、「もりのくに・日本」は、美しく未来へ引き継がれていくものと確信しています。

結びになりますが、コンクールをご後援をいただいた千葉県、千葉県教育委員会、（株）千葉日報社、
特別なご協賛をいただいた千葉信用金庫の皆様をはじめ、ご指導、ご協力をいただいた各市町村、各市
町村教育委員会、学校関係者並びに保護者の皆様に深く感謝を申し上げますと共に、次代を担う皆さんの
可能性に大いに期待をし、益々のご健勝を心からお祈り申し上げます。

平成28年12月
千葉県緑化推進委員会 理事長公益社団法人

まれ
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委員会理事長賞

◇独創的な世界観は圧倒的です。四季を彩る花々によって
季節感にあふれています。時計は、豊かな自然を未来へつ
なぐ、時の移ろいを表現しているのでしょうか。地平線を左
に上げることで奥行きを出すなどレベルの高さを感じます。

３学年　平野　一等

◇写実的で不思議な魅力を放つ作品です。豊かな水を育む
森。大木の周りに飛び散るしずくの透明感と、光を浴びてキ
ラキラ光る水面が幻想的な美しさで迫ってきます。こけむし
た岩がいっそう画面に存在感を与えています。

３学年　清宮　史

◇作者は、音楽が好きなのでしょう。森の動物たちと楽しげ
に楽器を奏でる様子が、みずみずしいタッチで描かれてい
ます。森には奥行きがあり、木々の質感が上手に表現され、
ほほ笑ましく、見る者の心を温かくする作品です。

２学年　　原　和奏

◇どんと画面の真ん中に置かれたジョウロから流れ出る水
が、生命の源なのでしょう。すっと出た芽が、命のバトンを
つないでいくのですね。地球をバックに、壮大な宇宙を感じ
させる作品です。光の陰影の使い方も効果的です。

１学年　白石　千笑

◇独創的な世界観に心奪われる作品です。リアルさとシン
プルにデザイン化された風景とを上手に組み合わせていま
す。ヤギの親子を見つめる作者の視線に、優しさがにじみ出
ています。隅々から四季の変化を感じ取れる秀作です。

６学年　内平　菜々美

◇少年がイメージする世界を、緑一色で表現しています。
動物たちの瞳は、どれもが強い生命力に溢れています。そっ
と抱えた小さな植物に地球上の生き物たちの未来が託され
ているのでしょうね。いつまでも心に強く残る作品です。

５学年　田久保　花音

◇画面いっぱいに優しい時間が流れています。掌にそっと包
み込んだ樹木の芽を、大切に守り育てていこうとする気持
ちが伝わってきます。芽の周りを吹き抜ける風のいたずらで
しょうか。髪がふわりとなびく様子が印象的です。

５学年　林　杏音

◇植樹の後、心地よく寝てしまったのでしょうか。リスや
チョウなど、周りの生き物たちが生き生きと描かれていま
す。木々の間から下をのぞき込むような構図は、大胆で高い
技術力を感じます。鮮やかな色使いが魅力的です。

６学年　大木　美澄

委員会理事長賞



委員会理事長賞

◇独創的な世界観は圧倒的です。四季を彩る花々によって
季節感にあふれています。時計は、豊かな自然を未来へつ
なぐ、時の移ろいを表現しているのでしょうか。地平線を左
に上げることで奥行きを出すなどレベルの高さを感じます。

３学年　平野　一等

◇写実的で不思議な魅力を放つ作品です。豊かな水を育む
森。大木の周りに飛び散るしずくの透明感と、光を浴びてキ
ラキラ光る水面が幻想的な美しさで迫ってきます。こけむし
た岩がいっそう画面に存在感を与えています。

３学年　清宮　史

◇作者は、音楽が好きなのでしょう。森の動物たちと楽しげ
に楽器を奏でる様子が、みずみずしいタッチで描かれてい
ます。森には奥行きがあり、木々の質感が上手に表現され、
ほほ笑ましく、見る者の心を温かくする作品です。

２学年　　原　和奏

◇どんと画面の真ん中に置かれたジョウロから流れ出る水
が、生命の源なのでしょう。すっと出た芽が、命のバトンを
つないでいくのですね。地球をバックに、壮大な宇宙を感じ
させる作品です。光の陰影の使い方も効果的です。

１学年　白石　千笑

◇独創的な世界観に心奪われる作品です。リアルさとシン
プルにデザイン化された風景とを上手に組み合わせていま
す。ヤギの親子を見つめる作者の視線に、優しさがにじみ出
ています。隅々から四季の変化を感じ取れる秀作です。

６学年　内平　菜々美

◇少年がイメージする世界を、緑一色で表現しています。
動物たちの瞳は、どれもが強い生命力に溢れています。そっ
と抱えた小さな植物に地球上の生き物たちの未来が託され
ているのでしょうね。いつまでも心に強く残る作品です。

５学年　田久保　花音

◇画面いっぱいに優しい時間が流れています。掌にそっと包
み込んだ樹木の芽を、大切に守り育てていこうとする気持
ちが伝わってきます。芽の周りを吹き抜ける風のいたずらで
しょうか。髪がふわりとなびく様子が印象的です。

５学年　林　杏音

◇植樹の後、心地よく寝てしまったのでしょうか。リスや
チョウなど、周りの生き物たちが生き生きと描かれていま
す。木々の間から下をのぞき込むような構図は、大胆で高い
技術力を感じます。鮮やかな色使いが魅力的です。

６学年　大木　美澄

委員会理事長賞



４学年　須藤　りつ ４学年　伊藤　獅優 ４学年　中村　日真莉

４学年　今井　梨愛 ５学年　橋本　結依 ５学年　中西　嘉美

６学年　矢田　穂花 ６学年　渡辺　七海

１学年　小出　星 １学年　石井　日彩 ２学年　野﨑　愛

２学年　篠塚　倖歩 ３学年　高橋　元希 ３学年　松野　陽太

３学年　朝比奈　楓 ３学年　鵜澤　樹里



４学年　須藤　りつ ４学年　伊藤　獅優 ４学年　中村　日真莉

４学年　今井　梨愛 ５学年　橋本　結依 ５学年　中西　嘉美

６学年　矢田　穂花 ６学年　渡辺　七海

１学年　小出　星 １学年　石井　日彩 ２学年　野﨑　愛

２学年　篠塚　倖歩 ３学年　高橋　元希 ３学年　松野　陽太

３学年　朝比奈　楓 ３学年　鵜澤　樹里



１学年　加藤 　煌 １学年　甲斐莊　彩 １学年　石井　凛人

１学年　秋山　惠紀 ２学年　尾﨑　愛哩 ２学年　篠原　晃平

３学年　酒井　穂２学年　竹　　凛 ２学年　林　大瑛

１学年　大西　桜子 １学年　瀨能　百香 １学年　石井　優衣

２学年　鈴木　希比 ２学年　加藤　優奈 ２学年　秋葉　はな

３学年　野崎　空 ３学年　柴田　未唯奈



１学年　加藤 　煌 １学年　甲斐莊　彩 １学年　石井　凛人

１学年　秋山　惠紀 ２学年　尾﨑　愛哩 ２学年　篠原　晃平

３学年　酒井　穂２学年　竹　　凛 ２学年　林　大瑛

１学年　大西　桜子 １学年　瀨能　百香 １学年　石井　優衣

２学年　鈴木　希比 ２学年　加藤　優奈 ２学年　秋葉　はな

３学年　野崎　空 ３学年　柴田　未唯奈



１学年　松丸　さくら １学年　朝比奈　楓４学年　伊藤　沙椰 ５学年　佐藤　凛 ５学年　小沢　凜

４学年　鈴木　光 ４学年　鎌形　沙耶

３学年　江波戸　蒼二朗 ３学年　昆野　天馬 ３学年　横山　和輝 ５学年　室橋　優名 ５学年　城後　香帆 ６学年　茶谷　向日葵

６学年　道上　華蓮 ６学年　平　彩音 ６学年　宮澤　一希

１学年　辻川　日菜

４学年　渡邊　太陽



１学年　松丸　さくら １学年　朝比奈　楓４学年　伊藤　沙椰 ５学年　佐藤　凛 ５学年　小沢　凜

４学年　鈴木　光 ４学年　鎌形　沙耶

３学年　江波戸　蒼二朗 ３学年　昆野　天馬 ３学年　横山　和輝 ５学年　室橋　優名 ５学年　城後　香帆 ６学年　茶谷　向日葵

６学年　道上　華蓮 ６学年　平　彩音 ６学年　宮澤　一希

１学年　辻川　日菜

４学年　渡邊　太陽



３学年　小坂　天海

２学年　田中　茉柚

４学年　石川　裕也

１学年　中村　勇翔

２学年　原野　美咲

２学年　佐々木　実晴

２学年　吉本　咲良

３学年　鈴木　蒼唯

２学年　梁瀬　結比

３学年　藤原　彩芽

３学年　長谷部　花菜３学年　河々谷　彩花



３学年　小坂　天海

２学年　田中　茉柚

４学年　石川　裕也

１学年　中村　勇翔

２学年　原野　美咲

２学年　佐々木　実晴

２学年　吉本　咲良

３学年　鈴木　蒼唯

２学年　梁瀬　結比

３学年　藤原　彩芽

３学年　長谷部　花菜３学年　河々谷　彩花



小出 　星

石井　日彩

野﨑 　愛

篠塚　倖歩

高橋　元希

松野　陽太

朝比奈　楓

鵜澤　樹里

1年

1年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

加藤 　煌

甲斐莊　彩

石井　凛人

秋山　惠紀

尾﨑　愛哩

篠原　晃平

竹𠩤 　凛
林 　大瑛

酒井 　穂

江波戸蒼二朗

昆野　天馬

横山　和輝

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

小坂　天海3年 石川　裕也4年 田中　茉柚2年

鈴木 　光

鎌形　沙耶

渡邊　太陽

伊藤　沙椰

佐藤 　凛

小沢 　凜

室橋　優名

城後　香帆

茶谷向日葵

道上　華蓮

平 　彩音

宮澤　一希

4年

4年

4年

4年

5年

5年

5年

5年

6年

6年

6年

6年

辻川　日菜

松丸さくら

朝比奈　楓

中村　勇翔

佐々木実晴

梁瀬　結比

原野　美咲

吉本　咲良

藤原　彩芽

河々谷彩花

鈴木　蒼唯

長谷部花菜

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

布留川拓己

藏田　真央

太田　達大

滝田　大翔

2年

2年

1年

1年

内平菜々美

林　 杏音

田久保花音

大木　美澄

6年

5年

5年

6年

平野　一等

　原　和奏

清宮　 史

白石　千笑

3年

2年

3年

1年

須藤　りつ

伊藤　獅優

中村日真莉

今井　梨愛

橋本　結依

中西　嘉美

矢田　穂花

渡辺　七海

4年

4年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

大西　桜子

瀨能　百香

石井　優衣

鈴木　希比

加藤　優奈

秋葉　はな

野崎 　空

柴田未唯奈

1年

1年

1年

2年

2年

2年

3年

3年

丸 耕平
伊東 奏太
德政 昴春
德政 美咲
村上夏ノ空
佐藤 悠光
湯浅 優璃

田中 光陽
梅津乃叶香
寺沢 明澄
萩野 幸登
小枝美穂子
福田 星七
飯嶋 莉子
栗原 未空
石井 千尋
川原 琉空
石井 杏奈

渡辺 仁琥
飯嶋 咲心
羽田 寧音
廣田 理馬
洞口 暖心
前川 琴那
　田 侑大
麻生 悠太
土田 陽也
山﨑 瑛典
堤 結香

林 千佳
鈴木 貫太
井坂 莉緒
平野 りあ
古山 陽斗
大久保愛弓
加藤 理音
矢野 瑛悟
山岸 愛琉
秋山 真慶
相川 大地

大山 紘輝
飯島 翔
松村 優人
松本 学
大海 誠人
中林舞衣子
伊藤 絆宝
若林 侑愛
伊藤 紬
押山 音々
下島 リサ

田中 杏奈
水野 雨色
竹野倫太郎
石川 絢埜
小出虎太郎
山田 帆夏
齋藤伶緒菜

島田 蒼渚
柴田 麻巴
渡邊 羽菜
岩田 夢叶
逸見 ゆづ
松村 咲亜
紙谷 真央

七条 青冴
小林 美菜
原 奈津美
佐藤 向咲
木下 絢翔
巻田 陽菜
藏野 煌莉

岡崎 理乃
鎗水あやね
平野 心琴
町井 櫻
佐野 陽南
叶木 陸斗
齋藤 優真

菅 文優香
渡邉 菜月
山形 悠菜
髙城 志音
宇田川愛梨
森戸 大楽
宇惠野 司

相馬あかね
常泉 渉
百足こころ
木村 萌音
中島 美波
外山 史佳
松尾 理佐

櫻井 衣織
石渡萌々か
今井萌々子
佐々木実森
木内日奈子
橋本 尊
星野 愛奈

後藤 理沙
三枝 優香
山本 瑞季
田中向日葵
鈴木 千広
柏崎惟乃里
青栁 そら

小島 涼葉
中村 怜
廣瀬 愛彩
久保田晄希
松原 由姫
香取 月夢
伊藤 聖良
岡本 華央
小林 正知
椎名 美月
村上 心望

矢部 寛弥
溝部 優花
遠藤 彩
鈴木隆太郎
渡邊 瑛仁
市川 敦也
古市 愛里
河野 志按
新関 莉愛
早川 太智
今西啓太郎

原田 凛乃
小川 咲和
栗原 慶多
鎌田 華子
中山 耀貴
　田 仁太
澤登 紀杏
松苗 巧磨
深町 淳也
平 冬花
菅谷 昭久

広瀬 来
大戸 典汰
山下 成
小野寺 凜
河野 将宗
平島 圭祐
菱木 奏汰
亀谷 心人
武田 美桜
湯浅 悠暉
佐久間日菜

後藤 優衣
城丸 心輝
中瀬古咲喜
小澤 翔太
岩沢 琉希
飯野 莉央
中村 璃彩
西田 早織
川名 悠
河野 成美
大澤 翔

長谷川光樹
福田 紗己
道上琉輝哉
森住咲百合
小室 美月
萩原 伸
竹之内莉子
正者奈々夏
池田 悠愛
髙橋南那保
浜田 真衣

伊藤 佑希
三田村悠吾
堀井 学人
森田 菜優
福崎 愛実
清水 奏
佐久間圭那
宮内麻理菜
土屋 陸
乃一 充則
簾尾 美月

菊田 遥斗
吉野 恭介
阿部倉美洸
田島 智瑛
中村 麻希
今井 綾音
松尾夏也子
安田 伊吹
佐々木結佳
松野 愛留
鈴木 日菜

川﨑 瑚央
丸山 美桜
渡邉 史
井須緋加里
吉澤 柚葉
松本虎太郎
草間 海
石塚 飛鳥
淺野 春香
阿部 真子
水戸 真央

密本 新
藤江 夢和
水田小舞希
髙𣘺 優奈
黒田 萌花
菅谷 桃花
蜷川 莉萌
伴　華里
本宮帆乃佳
佐藤 駿
三上百合愛

木下 聖音
多田なつめ
東 咲也
古川 亜伊
中村 萌花
金澤 陽登
葛岡 優羽
守 春菜
鈴木さくら
佐久間玲名
吉光寺莉瑚

三ツ森美優
永山 夢
髙尾 瑞希
片桐実咲江
木村 彩乃
小泉菜々子
福島 希美
山田 俊喜
勝沼 円果
山下 天寧
岸 瑞桜

岡本 紗弥
熊川周太朗
川﨑 春奈
近田 絵海
月崎 桃恵
小梛 清香
北村 百花
髙木 彩名
平島 綾乃
淺野 陸空
古川かりん

東條 晃明
椿 夕凪
長田 彩
工藤 心結
工藤 結愛
石川 隼也
松尾 光剛
土屋 楓香
能重 萌々
松村 祐希
三田 渚月

三橋あずみ
東畑妃織里
田中 結
若菜 雅子
井上 れい
若松 春佳
宇原菜津子
小長谷優衣
坂井 翔汰
菊間 楽叶
菅井理莉子

森田 心咲
渡　 季詠
五十嵐千皓
坂本 愛夏
中村 優李
田村 萌花
丸島 桃香
吉井ゆめか
髙𣘺 幸菜
古舘 愛心
酒井 莉奈

中澤 優
立野 七彩
赤井 友香
川村穂の香
二尾 のあ
春口 木葉
村田絵理菜
石井 凪彩
櫻井 美織
木本 侑那
吉田 夢来

北原 丈大
川島 千裕
浜田陽奈子
三ノ輪飛翔
岡本ひなた
堀 風歌
山形 和花
平岡ちさと
武藤 麻央
太田 茜
大島 夏葵

髙木 心菜
佐藤 碧衣
長江 花
里見 宗倫
松原 彩水
櫻井 航
高松 世奈
越川柚子花
麻橋由希香
稲垣 結衣
小林 あい

山口 綾乃
由良 奏恋
遠藤 翔太
長嶋 理紅
小菅 歩海
山口 玲奈
千脇 望美
杉本結希子
濱田 実玖
圡井 玉恵
露木 竜成

山下結美佳
新井 真季
金子 蘭菜
槇 菜々子
宮間ことみ
堀之内利奈
樋口まひる
佐藤 萌唯
長友 緋那
間嶋 大智
村井 美優

阿閉 香穂
三枝 美穂
三浦 あい
植村遼太郎
石塚 愛美
坂本 琴音
菅井 愛未
唐鎌 沙耶
糸川 千晴
田邉 侑衣
鈴木 愛香

藤代奈々子
中村 朱
鶴岡美沙希
三浦 夕華
鈴木 彩加
片岡 桜
𠮷荒 祐香
濵本 萌
時田 颯也
山田菜々子
松下 結衣
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小出 　星

石井　日彩

野﨑 　愛

篠塚　倖歩

高橋　元希

松野　陽太

朝比奈　楓

鵜澤　樹里

1年

1年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

加藤 　煌

甲斐莊　彩

石井　凛人

秋山　惠紀

尾﨑　愛哩

篠原　晃平

竹𠩤 　凛
林 　大瑛

酒井 　穂

江波戸蒼二朗

昆野　天馬

横山　和輝

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

小坂　天海3年 石川　裕也4年 田中　茉柚2年

鈴木 　光

鎌形　沙耶

渡邊　太陽

伊藤　沙椰

佐藤 　凛

小沢 　凜

室橋　優名

城後　香帆

茶谷向日葵

道上　華蓮

平 　彩音

宮澤　一希

4年

4年

4年

4年

5年

5年

5年

5年

6年

6年

6年

6年

辻川　日菜

松丸さくら

朝比奈　楓

中村　勇翔

佐々木実晴

梁瀬　結比

原野　美咲

吉本　咲良

藤原　彩芽

河々谷彩花

鈴木　蒼唯

長谷部花菜

1年

1年

1年

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

3年

3年

布留川拓己

藏田　真央

太田　達大

滝田　大翔

2年

2年

1年

1年

内平菜々美

林　 杏音

田久保花音

大木　美澄

6年

5年

5年

6年

平野　一等

　原　和奏

清宮　 史

白石　千笑

3年

2年

3年

1年

須藤　りつ

伊藤　獅優

中村日真莉

今井　梨愛

橋本　結依

中西　嘉美

矢田　穂花

渡辺　七海

4年

4年

4年

4年

5年

5年

6年

6年

大西　桜子

瀨能　百香

石井　優衣

鈴木　希比

加藤　優奈

秋葉　はな

野崎 　空

柴田未唯奈

1年

1年

1年

2年

2年

2年

3年

3年

丸 耕平
伊東 奏太
德政 昴春
德政 美咲
村上夏ノ空
佐藤 悠光
湯浅 優璃

田中 光陽
梅津乃叶香
寺沢 明澄
萩野 幸登
小枝美穂子
福田 星七
飯嶋 莉子
栗原 未空
石井 千尋
川原 琉空
石井 杏奈

渡辺 仁琥
飯嶋 咲心
羽田 寧音
廣田 理馬
洞口 暖心
前川 琴那
　田 侑大
麻生 悠太
土田 陽也
山﨑 瑛典
堤 結香

林 千佳
鈴木 貫太
井坂 莉緒
平野 りあ
古山 陽斗
大久保愛弓
加藤 理音
矢野 瑛悟
山岸 愛琉
秋山 真慶
相川 大地

大山 紘輝
飯島 翔
松村 優人
松本 学
大海 誠人
中林舞衣子
伊藤 絆宝
若林 侑愛
伊藤 紬
押山 音々
下島 リサ

田中 杏奈
水野 雨色
竹野倫太郎
石川 絢埜
小出虎太郎
山田 帆夏
齋藤伶緒菜

島田 蒼渚
柴田 麻巴
渡邊 羽菜
岩田 夢叶
逸見 ゆづ
松村 咲亜
紙谷 真央

七条 青冴
小林 美菜
原 奈津美
佐藤 向咲
木下 絢翔
巻田 陽菜
藏野 煌莉

岡崎 理乃
鎗水あやね
平野 心琴
町井 櫻
佐野 陽南
叶木 陸斗
齋藤 優真

菅 文優香
渡邉 菜月
山形 悠菜
髙城 志音
宇田川愛梨
森戸 大楽
宇惠野 司

相馬あかね
常泉 渉
百足こころ
木村 萌音
中島 美波
外山 史佳
松尾 理佐

櫻井 衣織
石渡萌々か
今井萌々子
佐々木実森
木内日奈子
橋本 尊
星野 愛奈

後藤 理沙
三枝 優香
山本 瑞季
田中向日葵
鈴木 千広
柏崎惟乃里
青栁 そら

小島 涼葉
中村 怜
廣瀬 愛彩
久保田晄希
松原 由姫
香取 月夢
伊藤 聖良
岡本 華央
小林 正知
椎名 美月
村上 心望

矢部 寛弥
溝部 優花
遠藤 彩
鈴木隆太郎
渡邊 瑛仁
市川 敦也
古市 愛里
河野 志按
新関 莉愛
早川 太智
今西啓太郎

原田 凛乃
小川 咲和
栗原 慶多
鎌田 華子
中山 耀貴
　田 仁太
澤登 紀杏
松苗 巧磨
深町 淳也
平 冬花
菅谷 昭久

広瀬 来
大戸 典汰
山下 成
小野寺 凜
河野 将宗
平島 圭祐
菱木 奏汰
亀谷 心人
武田 美桜
湯浅 悠暉
佐久間日菜

後藤 優衣
城丸 心輝
中瀬古咲喜
小澤 翔太
岩沢 琉希
飯野 莉央
中村 璃彩
西田 早織
川名 悠
河野 成美
大澤 翔

長谷川光樹
福田 紗己
道上琉輝哉
森住咲百合
小室 美月
萩原 伸
竹之内莉子
正者奈々夏
池田 悠愛
髙橋南那保
浜田 真衣

伊藤 佑希
三田村悠吾
堀井 学人
森田 菜優
福崎 愛実
清水 奏
佐久間圭那
宮内麻理菜
土屋 陸
乃一 充則
簾尾 美月

菊田 遥斗
吉野 恭介
阿部倉美洸
田島 智瑛
中村 麻希
今井 綾音
松尾夏也子
安田 伊吹
佐々木結佳
松野 愛留
鈴木 日菜

川﨑 瑚央
丸山 美桜
渡邉 史
井須緋加里
吉澤 柚葉
松本虎太郎
草間 海
石塚 飛鳥
淺野 春香
阿部 真子
水戸 真央

密本 新
藤江 夢和
水田小舞希
髙𣘺 優奈
黒田 萌花
菅谷 桃花
蜷川 莉萌
伴　華里
本宮帆乃佳
佐藤 駿
三上百合愛

木下 聖音
多田なつめ
東 咲也
古川 亜伊
中村 萌花
金澤 陽登
葛岡 優羽
守 春菜
鈴木さくら
佐久間玲名
吉光寺莉瑚

三ツ森美優
永山 夢
髙尾 瑞希
片桐実咲江
木村 彩乃
小泉菜々子
福島 希美
山田 俊喜
勝沼 円果
山下 天寧
岸 瑞桜

岡本 紗弥
熊川周太朗
川﨑 春奈
近田 絵海
月崎 桃恵
小梛 清香
北村 百花
髙木 彩名
平島 綾乃
淺野 陸空
古川かりん

東條 晃明
椿 夕凪
長田 彩
工藤 心結
工藤 結愛
石川 隼也
松尾 光剛
土屋 楓香
能重 萌々
松村 祐希
三田 渚月

三橋あずみ
東畑妃織里
田中 結
若菜 雅子
井上 れい
若松 春佳
宇原菜津子
小長谷優衣
坂井 翔汰
菊間 楽叶
菅井理莉子

森田 心咲
渡　 季詠
五十嵐千皓
坂本 愛夏
中村 優李
田村 萌花
丸島 桃香
吉井ゆめか
髙𣘺 幸菜
古舘 愛心
酒井 莉奈

中澤 優
立野 七彩
赤井 友香
川村穂の香
二尾 のあ
春口 木葉
村田絵理菜
石井 凪彩
櫻井 美織
木本 侑那
吉田 夢来

北原 丈大
川島 千裕
浜田陽奈子
三ノ輪飛翔
岡本ひなた
堀 風歌
山形 和花
平岡ちさと
武藤 麻央
太田 茜
大島 夏葵

髙木 心菜
佐藤 碧衣
長江 花
里見 宗倫
松原 彩水
櫻井 航
高松 世奈
越川柚子花
麻橋由希香
稲垣 結衣
小林 あい

山口 綾乃
由良 奏恋
遠藤 翔太
長嶋 理紅
小菅 歩海
山口 玲奈
千脇 望美
杉本結希子
濱田 実玖
圡井 玉恵
露木 竜成

山下結美佳
新井 真季
金子 蘭菜
槇 菜々子
宮間ことみ
堀之内利奈
樋口まひる
佐藤 萌唯
長友 緋那
間嶋 大智
村井 美優

阿閉 香穂
三枝 美穂
三浦 あい
植村遼太郎
石塚 愛美
坂本 琴音
菅井 愛未
唐鎌 沙耶
糸川 千晴
田邉 侑衣
鈴木 愛香

藤代奈々子
中村 朱
鶴岡美沙希
三浦 夕華
鈴木 彩加
片岡 桜
𠮷荒 祐香
濵本 萌
時田 颯也
山田菜々子
松下 結衣
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28

（公社）　　　 緑化推進

公益社団法人 千葉県緑化推進委員会

平成28年度国土緑化運動ポスター原画コ
ンクール、中学校の部において、千葉県知
事賞を受賞した、 3学
年平野一等さんの作品です。

緑を広める
・ 緑の募金運動
・ 緑化広報誌グリーンえっせんすの発行
・ 緑の教室、自然に親しむ活動の開催
・ 樹木名ラベル取付運動
・ 緑化運動ポスター原画コンクール　など

緑をふやす
・ わたしの街みどりづくり事業
　(緑の募金による市町村緑化事業)

・ 公共施設等の環境緑化事業
・ 市民苗木配布会の開催
・ 千葉県さくらの会の業務　など

緑の担い手育成
・ みどりの少年団の育成
・ みどりのサポーターの育成
・ 森林整備ボランティアの活動支援
・ 林業労働力確保支援センターの業務　など

千葉県緑化推進委員会では主に次の事業を行っています
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